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写真 2　横山廣子氏（2019 年 1月）
写真 3　研究会場の様子（2019 年 1月）










































写真 5　ワークショップ会場（2018 年 10月）
写真 6　パイワンの言語で語る男性（2018 年 10月）



























































○農村文化ゼミナール参加および旧西置賜郡での民俗調査活動に関する調査　2018年 8月 4日～ 5日
　農村文化研究所他　泉水英計









玲　平塚市美術館アトリエ A 　2019年 2月 15日
―現代に生きるビジュアル資料―」と題する講演があった。高城氏は、パイワンを撮影したア
チックフィルム（1937）の撮影地での上映会（2010、2011）での体験を取り上げ、映像記録からの
再現という観点から分析を進めた。無声フィルムの上映が、身体を介した記憶を呼び覚まし、掛歌
の唱和といった情緒的な感情の共有が生起したように、同一の対象を描いた小林の油彩画は、白黒
の映像記録に欠落した色彩を再現する。
　加えて、美術館に展示された小林氏の絵画作品を鑑賞しながら、とくに 500号の大作「高砂族の
生活」と題された作品を中心に、パイワン族の当時の生活についてギャラリートークの形式で質疑
応答を重ねた。
　本セミナーでは、小林氏の絵画は美術作品としての価値にとどまらず、彼が日本統治時代に行っ
た民俗調査の資料としての重要性という意味を持っていることが改めて確認された。
　以上、（ 1）から（ 4）にわたる本年度の活動経過を振り返った。外部講師を招き特定地域の研
究史あるいは特定の研究者の研究歴を辿る研究会は、比較民俗研究会との共催で毎回多くの参加者
を集めた。今後もこの形態で続けていきたい。史資料の整理については、祭魚洞文庫目録のデータ
化に着手したが、「常民研運営資料」の活用促進という観点からこのような作業も継続する必要が
あろう。
